
髙橋昌
しょうこ

子
　10月20日（月）に開催された田原福祉専
門学校の講演会や授業などで、カニング
ハム久子先生のお話を聞きました。
　先生は、人の話をよく聞くことや笑顔
が大事だと話されました。介護の現場で
も、利用者の皆さんに優しく接する気持
ちが大切です。お年寄りは、私たちよりも
いろいろな経験をしています。話を聞く
ことで、学ぶことがたくさんあります。特
に心に残っているのは「朝、鏡を見て笑顔
を作るといいですよ」と話されたことで
す。確かに、笑顔を見て嫌な気持ちになる
人は誰もいないと思いました。
　私も将来は社会人となり、福祉の仕事
に就きたいと思っています。今回学んだ
ことを忘れずに、生かしていきたいです。
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。
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を
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。
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が
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ら
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菜
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２
５
０
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＊
作
り
方

①
材
料
を
量
り
、ナ
ス
は
あ
ら
か
じ
め
塩
漬
け
に
し
て
お

く
。（
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
入
れ
る
と
色
が
良
い
。）

②
し
ょ
う
ゆ
、み
り
ん
、酒
、味
噌
こ
う
じ
を
、つ
け
も
の
袋

に
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
、袋
ご
と
容
器（
つ
け
も
の
樽た

る

な
ど
）

に
入
れ
一
晩
お
く
。 

③
ニ
ン
ジ
ン
、シ
ョ
ウ
ガ
を
細
か
く
切
り
、塩
を
軽
く
振
り
、

一
晩
お
く
。材
料
か
ら
出
た
水
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を
よ
く
絞
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、②
に
混

ぜ
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れ
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糖
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／
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切
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ぜ
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。２
．５
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載
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押
さ
え
て
お
く
。
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③
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２
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ぐ
ら
い
に
、細
か
く

切
り
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を
よ
く
絞
り
、③
に
混
ぜ
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の
時
に
、残
り

１
／
２
の
砂
糖
も
入
れ
、よ
く
混
ぜ
る
。
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〜
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日
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る
と
、お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
。

▲上手にできて、みんな大満足

まぜる
しぼる

はかる
コミュニケーション・
セラピスト
カニングハム久子先生
から学んだこと
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▲講演会の様子


